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大仁高校存続のための要望活動 その 2 
平成 17年 12月 28日、県教育委員会に大仁高校を修善寺工高に統合することに反対する旨の陳

情を行いましたが、平成 18年 2月 9日、県教育委員会高校教育課の吉沢企画班長が、中伊豆地区
新構想高等学校（仮称）の説明に見えましたので、その概要を紹介致します。 

1、県教育委員会の説明 
①平成 11年度、「静岡県立高等学校長期計画」策定に着手。 
②静岡県立高等学校長期計画（平成 12年 2月策定） 
・生徒数の減少に伴い、将来いずれも学級数が 4学級以下になる。 
・学区内の工業従事者数の動向等を踏まえ、発展的に総合学科（単位制）等を有する 1つの新構
想高等学校に再編整備するものとする。 

③静岡県立高等学校第二次長期計画（平成 17年 3月策定） 
平成 22年度を目途に、発展的に総合学科等を有する高等学校に再編整備。 
④再編整備のメリット等：高等学校としての適正規模（1 年 6～8 学級）が実現し、学習環境の質
の向上が望める。 

以下、県教委の構想（関連部局と調整中）。地域の理解が得られることが前提。 
⑤以下の項目を検討の結果、修善寺工業高校の場所に、総合学科及び工業科を併設した中伊豆地区

新構想高等学校（仮称）を、平成 22年 4月に開校する。 
①県立高校の適正配置、②通学の利便性等、③校地面積・形状等、④既存施設の有効活用等、⑤

校地としての安全性等。 
⑥特色；総合学科の生徒が工業科の専門科目を履修することが可能。また、諸実習室、製図室など、

工業科の施設を利用することが可能。工業科の生徒が総合学科の自由選択科目を選択することが

可能。 
⑦総合学科；普通科及び専門学科に並ぶ第 3の学科として、設置。職業選択を視野に入れた自己の
進路への自覚を深めさせる。進学から就職まで幅広い進路に対応できる。3年間を通じた進路ガ
イダンスが充実している。 

1、商工会が提起した課題との整合 
①大仁地区と商業者に与える影響が甚大  ⇒  ×  （説明されていない） 
②地域経済に与える影響が甚大  ⇒  ×  （説明されていない） 
産業地域の北部から住居地域の南部への交流を政策的に維持する。 

③地元住民への影響が甚大  ⇒  条件付きで○ 
できるだけ近くの高校で勉学の機会を与え、地域づくりの後継者を育てる。 
【条件】中学校の学業成績の順に進学校を決めるという体制を、地域性ごとに幅広い学力層の生徒

を対象に教育する体制に変換する。 

1、新たな課題 
④学校と地域との繋がりが薄い。（学校と地域の双方が取り組む必要がある） 
数年前から、中長期的視点で検討し学校関係者と協議してきたというが、その間地域には何の

説明も無かった。仮に新構想の高校ができても、地域が支援（進学校として選択・卒業後の就職）

しなければ、数年後には生徒数の減少という結果が予測される。 
・①、②に対する配慮なしに、地域の支援が得られるはずがない。 
・労働人口の減少という背景のなかで、地域での就労という視点は重要。 
・伊豆市・伊豆の国市の教育委員会の対応も、重大。中学校の進路指導。 

1、皆様のご意見は如何ですか？ 
大仁高校に関してご意見をお持ちの方は、下記までお知らせください。 
大仁町商工会（担当 日吉・塚田）  TEL  76‐3060、FAX  76‐0720 

伊豆の国市敬老祝い金商品券について 

※ 敬老祝い金商品券のサービスをＰＲご希望の事業所は、商工会までご連絡下さい。 

 （掲載は無料です）   大仁町商工会 ＴＥＬ ７６－３０６０ 
 

 

 

事業者の方へ・・・まだ、お手元に敬老祝い金をお持ちの方は、受付日・３月１０日

（金）・３月２７日（月）に持ってきて下さい。 

（休日の場合は翌商工会開館日）なお、商品券に裏版をし、角の三角の部分を切り取って下さい。 
 

 

  

敬老祝い金商品券利用店 ベスト５ （商品券２月末現在）換金率 21.22％ 
1位 アピタ大仁店   ２位 ㈲杉村百貨店   ３位 あっぱれ市場  
４位 ハンディホームセンター  ５位 良酒倉庫大仁店 

 

消費者の方へ・・・まだ、敬老祝い金商品券を、お使いになっていない方は、お早

めにお使い下さい。使用期限は、３月３１日までです。 

（高齢者支援室より）    敬老会を欠席された人には、高齢者支援窓口（大仁庁舎内）で敬老祝い金商品

券をお配りしています。敬老祝い金は、３，０００円分の商品券で、使用期限は、３月３１日までです。ま

だ取りに来ていない人は、お早めに高齢者支援室窓口まで起こし下さい。 

１・受け渡し場所 高齢者支援室 

２・持ち物      領収書（敬老会案内通知に同封したものに記入し押印） 

３・対象       平成１７年４月１日現在で市に住民登録のある昭和５年４月１日以前生まれの人 

４・問い合わせ先 高齢者支援室 電話 ０５５８－７６－８０１１ 

第１回合併促進協議会 
開催日 平成１８年２月１６日（木）午後７時～ 

場  所 伊豆長岡町商工会 

１． 平成１９年４月１日、新商工会設立 
２． 対等合併、既存の三商工会は解散し、新商工会を設立 
３． 名称は、伊豆の国商工会 
４． 本所は、韮山。大仁・伊豆長岡の事務局機能は存続 

  平成１８年の通常総会に、上記４点を基本として合併協議を開始する議決を得る。 
 その後、詳細部分について協議を重ね、合意に至れば１２月中に臨時総会を開催し、大仁町商工会の 
 解散を決議し、新商工会の設立委員を選出する。 

    商工会の合併に関するご意見・ご要望等を、商工会にお寄せください。 

商工 おおひと 

Ｅ-mail osyokoka@lilac.ocn.ne.jp
URL  http://www.os3060.com/ 

ＮＯ.１４８ 

mailto:osyokoka@lilac.ocn.ne.jp


                
 

 
                                                    

     
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
  

 

 

 

 

                
 

 

 

① Ｃａｆｅ de Ｃｏｃｏｚｕｒａ（カフェ．デ．ココズラ） 

② 伊豆の国市大仁 456-1 
③ ７６－１３３７ 
④ 同上 
⑥ 飲食業 
⑦ 女性の方ゆっくり食事とケーキを楽しんでいただきたいと
思います。男性の方お酒類もつまみもいろいろ用意して

おります。是非、一度ご来店いただきたく思います。 

① 事業所名 ②住所 ③電話番号 
④ FAX番号 ⑤Eメールアドレス 
⑥ 業種 ⑦ 一言コメント 

新会員さんの紹介 伊豆の国観光協会からのお知らせ 
城山トレッキング塾についてのお問い合わせは大仁観光案内センターにてお願い致します。(TEL76-1630) 

お取引のご依頼 
 コカコーラ セントラルジャパン株式会社より、清涼飲料自動販売機の設置提案を、ご検討して 
いただき、各会員様の店舗・職場・作業所等に自動販売機の設置をご依頼したいと願っています。 
 お取引内容  
① 缶自販機・カップ機等の設置無償提供。 
② 設置に係わる電源工事・基礎工事等は弊社負担 
③ 空カン・ペット・紙カップ等は回収ボックスを常設し回収致します。 
④ 定期訪問により製品供給、自販機管理修理等はすべて弊社で管理致します。

商工会からのお知らせ 

⑤ 販売手数料は毎月末に締め、翌月２０日に指定銀行に振込みます。 
特典として、設置料を支払います。  
  新規設置の場合   ２００００円 
  他社機交換の場合  ５００００円 

 

販売手数料 
缶製品 １本２４円 
ペット １本３０円 
シロッフコールド 
    １杯１６円 
コーヒーホット 
   １杯２０円

城山トレッキング塾 
（登山教室） 

日 時  平成１８年４月１日（土）午後７時～午後９時 

会 場  未定 

テーマ  山歩きいきいき人生（山の魅力と安全な山歩き） 

講 師  山岳ツアーガイド 大村勝彦氏(日本山岳協会 A級公認指導員) 

参加費  無料  要予約 

（山歩き） 

日 時  平成１８年４月２日（日） 午前 9時～午後 4時頃 

集合場所 伊豆箱根鉄道大仁駅 

行  程 大仁駅～城山～益山寺～発端大山～三津～大仁駅（予定） 

持  物 弁当・雨具・水筒・帽子・軍手・タオル等 

募集定員 ５０名 

参加費 宿泊パックコース（一泊二食付税別宿泊代・登山教室・山歩き諸費用） 

     山歩き参加コース ５００円 ２日の山歩き参加費 

申込み締切日  平成１８年３月２７日（月） 

バス

（仮称）伊豆の国市防災協力会 
 先般、消防庁が、地元民間事業者が自治体の救助協力しやすい体制づくりを、自治体に求めるとの 
報道がありました。 
 「自助・公助とともに、共助の重要性」と「事業者は地域防災力の担い手」であるという認識が示さ

れ、災害発生直後の初動対応において地方公共団体と事業所が連携して迅速・的確に防災対応を行うこ

とができる仕組みづくりが、消防庁の検討委員会より提言されたことを受けての施策であります。 
 地域の復興が効率的、効果的に行われることは、住民にとって「安心・安全」であるだけでなく、地

域経済の早期復興も可能となり、事業者にとっても大きなメリットとなります。 
 伊豆の国市は、東海地震による液状変化現象で多数の家屋の倒壊が予測され、地域の防災協力の強化

が強く求められております。 
 市並びに各自主防災会と緊密な連携のもとに、被害の軽減や的確な復興活動を実施するため、伊豆の

国市内の事業者による組織づくりを提案します。 

 １、組織  
・商工、観光、農林業等の事業者を対象 
・業種部会（特定業種）、地域部会 

 １、活動 

・被害や復興等に関する情報提供 
  どんな被害が予測されるか、災害時に何ができるか（個別･業種連携） 

・事業所自らの防災向上 
  従業員家庭の家具転倒防止、事業所や住宅の耐震化、資機材確保、防災訓練 

・地域自主防災会との連携 
  地域住民の一員として防災訓練等に参加 

・行政との連携 
  防災会議への参加 

1、市当局への提案 
 防災協力事業所登録制度 
 防災協力協定 

各業種に期待されること その２ 

農業・林業・漁業・・緊急時における食料等の供与 

運輸業・・生活・救援物資・復旧資機材等の輸送 

不動産業・・一時避難等のための遊休物件の貸与 

飲食店・宿泊業・・災害ボランティア等の受け入れ場所

提供並びに炊き出しを行う場合の連携・協力及び一時

避難場所の提供 

サービス業・・ガソリンスタンドや自動車修理業者によ

る工具類の貸与。レッカー・クレーン業者による業務

用車の活用 

各業種に期待されること その１ 

卸売り・小売業者・・商品の調達・生活必需品の供給 
建設業・建築業者・・倒壊建物や大型廃材の移動若しく

は処分又は道路上の障害物の除去など。 
製造業者・・緊急時には一時避難場所としての敷地の開

放、周辺地域への社員応援派遣、物資や資機材の供与・

貸与が可能。 
情報通信業・・・安否情報の収集 

 


